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地方創生地方創生地方創生地方創生        

 

国は、一億総活躍社会の実現に向けた緊急に実施すべき対策（H27.11.16 一億総活躍国民会議決定） 

を踏まえ、緊急対応として「地方版総合戦略」に位置付けられた先駆性を有する事業を公募。 

 

全国の自治体が政策を立案し、内閣府へ申請。個々の事業を国が審査し、交付対象事業を決定。 

（参考）申請事業数2,744 件に対する交付対象事業数は1,926 件（70.2％） 

 

 

■「グローバル戦略」加速化事業         40,000 千円 
 ラグビーワールドカップ 2019 を見据え、「おもてなし民泊」や「市民の英語力向上」など“まちの国際化” 

に向けた取組に着手するほか、クラウンメロンの海外輸出の加速化、他の袋井産農産物の海外販路を 

開拓するため、輸出先であるタイ（H27 正式輸出）を中心にした新興国市場での需要喚起と販路拡大 

等に挑む。 

 具体的には、①現地での商品の取扱いを含めたブランドづくりなどの「アウトバウンド戦略」と、クラウン 

メロンをきっかけに②外国人観光客や外国人バイヤーなどを招致し、地域の産物や魅力を知っていた 

だくための環境整備を含めた「インバウンド戦略」を一体的に推進させる。 

■「3Days Worker’s Office 構想」実装加速化事業 40,000 千円 
既存のシルバー人材センターやハローワークの隘路にある潜在的な需要供給や課題を掘り起こし、 

これを補完する仕組みの構築に向けた制度設計等に挑む。 

 具体的には、基礎調査（H27 実施）に基づいた詳細な制度設計と並行し、地域内に潜在する「しごと 

の創出」と「ひとの活用」を促すため、企業内での仕事の切り出し方の助言や好事例の紹介を行う専任 

のコーディネイターを配置し、本事業への理解・普及とあわせ実装化を加速させる。 

輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議 
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